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土
地
利
用
計
画
と
は
、町
内
の
ど
の
範
囲
に
、ど
の
よ
う
な
施

設
・
建
物
を
誘
導
す
る
か
、10
年
先
を
見
据
え
た
方
針
を
定
め
た

計
画
で
す
。

　

平
成
23
年
に
始
ま
っ
た
第
１
期
計
画
の
期
間
が
令
和
３
年
９

月
で
満
了
す
る
た
め
、第
２
期
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。

【
方
針
１
】

良
好
な
田
園
の
保
全
・
継
承
と
発
展
の
た
め
の
開
発
と
バ
ラ

ン
ス
の
確
保

【
方
針
２
】

町
の
産
業
の
振
興
に
つ
な
が
る
計
画
的
な
土
地
利
用
の
実
現

【
方
針
３
】

よ
り
よ
い
生
活
環
境
の
確
保
と
定
住
人
口
の
増
加

【
方
針
４
】

地
域
資
源
を
活
か
し
た
持
続
可
能
な
発
展
と
活
性
化

土
地
利
用
計
画
と
は
？

制
度
の
目
的

　

無
作
為
に
抽
出
し
た
住
民
の
皆
さ
ま
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
配

り
し
て
、ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
に
よ
り
住
民
の
皆
さ
ま

の
意
思
を
反
映
し
た
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た

田
園
環
境
の
保
全
と
開
発
の
適
切
な
誘
導
を
図
る
た
め
、土
地
利
用
計
画
を
見
直
し
ま
す

４月

６月

７月

12 月～

R3.3 月

R3.4 月

～

５月

９月～

10 月

11 月

８月

審議会 住民 事務局議会

アンケートに向け 

庁舎内の課題聴取 

住民アンケートの集

計・結果取りまとめ

住民アンケート 

審議会①(諮問)

改正素案作成

３月議会での議決

住民、自治会、 

事業者等への周知 

（6 ヶ月程度） 

自治会協議会等

からの意見聴取

住民からの意見公募

(パブリックコメント)
議会

審議会②

議会
審議会③(答申)

素案修正①

素案修正②

案策定

パンフレットや広報

など周知用資料の作

成 

第２期土地利用計画策定のスケジュール

令和３年 10月１日　改正計画運用開始（予定）
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《現行》土地利用地域の区分と立地可能な用途の基準

①市街地形成地域
　既存市街地一帯のまちの中枢としての
機能を将来に向けても維持できるよう、
都市基盤の改良などを進め、暮らしやす
さの向上を図ります。

②産業振興地域
　林中工業団地を町の産業振興の拠点と
して持続していきます。

③田園環境保全地域
　町の平地部のまとまった農地の広がり
を維持し、良好な営農環境を保全しま
す。

④田園環境活用地域
　既存集落の一帯に計画的に新たな宅
地整備などを受け入れ、地域のコミュニ
ティを持続できる土地利用を誘導しま
す。

⑤山麓集落地域
　東山山麓の集落の良好な居住環境を保
持していきます。

⑥里山空間保全・活用地域
　東山山麓南部での農業振興を促進し、
散在する宅地開発を抑制します。

⑦山村集落地域
　広津・陸郷地区の集落の持続・活性化
につながる土地利用を誘導します。

⑧森林空間保全・活用地域
　大峰高原白樺の森を中心とした森林レ
クリエーション空間の維持と観光振興を
図ります。

⑨水辺空間保全・活用地域
　高瀬川の河川敷の環境を保全し、水辺
のふれあい場として活用していきます。

Ａ１～３、Ａ５，Ａ６　産業創出候補区域

　雇用の創出、町の活性化につながる新たな商工業関連施設な
どの計画的な誘導および集約を図る候補地を設定します。

※左図に示す区域の範囲内にある既存の宅地は除きます。

景観形成住民協定締結地区
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大雨・洪水時の避難について
　

下
の
フ
ロ
ー
図
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参
考
に
、
ご
自
身
に
合
っ
た
避
難
先

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

車
で
の
避
難
・
安
全
確
保
は
最
善
の
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　

安
全
な
親
戚
・
友
人
宅
が
確
保
で
き
な
い
場
合
で
、
ど
う
し
て
も
避
難
場
所

と
な
る
施
設
で
の
感
染
リ
ス
ク
に
不
安
の
あ
る
方
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
以
下
に

な
る
ま
で
の
間
に
限
り
、
車
で
の
避
難
・
安
全
確
保
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

自
分
に
合
っ
た
避
難
の
確
認
を
！

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

危
機
管
理
対
策
室  　

℡（
６
２
）３
１
３
１

　

指
定
緊
急
避
難
場
所
は
も
と
も
と
３
密
が
発
生
し
や
す
い
条
件
が
そ
ろ
っ
て

い
ま
す
が
、
国
の
通
知
や
県
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
指
針
に
基
づ

き
、
風
邪
症
状
の
あ
る
方
向
け
の
部
屋
の
確
保
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
安
心

し
て
避
難
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
感
染
症
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

避
難
先
の
会
話
で
は
、
２
㍍
以
上
の
距
離
を
空
け
る
、
気
が
付
い
た
ら
「
換

気
し
ま
せ
ん
か
？
」
と
呼
び
か
け
る
な
ど
、
で
き
る
範
囲
で
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

避
難
場
所
・
避
難
所
の
感
染
症
対
策
を
進
め
て
い
ま
す

避
難
先
で
は
感
染
予
防
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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新型コロナウイルス感染症対策



夏の危険！　熱中症＆食中毒を予防しよう

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

健
康
増
進
係　

℡（
６
１
）５
０
０
０

　

梅
雨
の
時
期
か
ら
高
温
・
多
湿
に
よ
っ

て
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
細
菌
が
増
え
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

食
中
毒
予
防
の
３
原
則
は
食
中
毒
菌
を

つ
け
な
い
、
増
や
さ
な
い
、
死
滅
さ
せ
る

こ
と
で
す
。

　

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付
け
て
食
中
毒

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

【
食
中
毒
予
防
行
動
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
食
材
を
購
入
す
る
際
は
鮮
度
の
よ
い
も
の
を
選
び
、
帰
宅
後

は
速
や
か
に
冷
蔵
庫
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

②
調
理
の
前
や
食
事
の
前
、
ト
イ
レ
の
後
な
ど
に
は
石
鹸
で
キ

レ
イ
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

③
ま
な
板
な
ど
の
調
理
器
具
や
食
器
な
ど
は
き
れ
い
に
洗
う
と

と
も
に
、
煮
沸
消
毒
や
塩
素
消
毒
を
し
て
、
よ
く
乾
か
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

④
加
熱
す
る
料
理
は
十
分
に
加
熱
し
、
冷
ま
し
て
食
べ
る
料
理

は
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
冷
や
し
、
細
菌
の
増
殖
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

食
中
毒
だ
と
思
っ
た
ら
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
予
防
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熱
中
症
予
防

◆
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
熱
中
症
関
連
記
事
を
載
せ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
、
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
新
し
い
生
活
様
式
の
ひ
と

つ
に
、
外
出
時
の
マ
ス
ク
着
用
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
ス
ク
の
着
用
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
効
果
が
あ
る
一
方
で
、
こ
れ

か
ら
夏
に
向
け
て
さ
ら
に
気
温
が
上
昇
す
る
中
で
の
着
用
は
熱
中
症
の
リ
ス
ク

を
伴
い
ま
す
。

　

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付
け
て
、
熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

【
新
し
い
生
活
様
式
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
行
動
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
暑
さ
を
避
け
る

・
暑
い
時
間
帯
の
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
エ
ア
コ
ン
な
ど
に
よ
り
部
屋
の
温
湿
度
を
調
整

し
、
感
染
症
予
防
の
た
め
１
時
間
に
１
回
程
度
換

気
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
適
宜
マ
ス
ク
を
外
す

・
屋
外
で
人
と
十
分
な
距
離
（
２
㍍
以
上
）
を
確

保
で
き
る
場
合
に
は
マ
ス
ク
を
外
し
ま
し
ょ
う
。

・
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
と
き
は
負
荷
の
か
か

る
作
業
や
運
動
を
避
け
、
周
囲
の
人
と
十
分
距
離

を
と
っ
た
上
で
適
宜
マ
ス
ク
を
外
し
て
休
憩
を
と

り
ま
し
ょ
う
。

③
こ
ま
め
に
水
分
補
給

・
喉
が
渇
く
前
に
水
分
補
給
を
し
、
大
量
に
汗
を

か
い
た
と
き
は
塩
分
も
適
宜
と
り
ま
し
ょ
う
。

④
日
頃
か
ら
の
健
康
管
理

・
日
頃
か
ら
体
温
測
定
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、

体
調
が
悪
い
と
感
じ
た
と
き
は
無
理
せ
ず
自
宅
で

静
養
し
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▲町 HP

▲環境省 HP

▲厚生労働省 HP



　

次
の
①
、②
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

世
帯

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た
は

重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業

収
入
、不
動
産
収
入
、山
林
収
入
の
減

少
が
見
込
ま
れ
、以
下
の
全
て
に
当
て

は
ま
る
世
帯

・
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
な

ど
の
い
ず
れ
か
の
減
少
見
込
額
が
令

和
元
年
に
比
べ
10
分
の
３
以
上
で
あ

る
こ
と
。

・
主
た
る
生
計
維
持
者
の
前
年
の
合
計

所
得
が
１
０
０
０
万
円
以
下
で
あ
る

こ
と
。

・
主
た
る
生
計
維
持
者
の
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
事
業
収
入
な
ど
に

係
る
所
得
以
外
の
前
年
の
所
得
合
計

額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ

と
。

　

納
期
限
が
令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
令

和
３
年
３
月
31
日
ま
で
の
も
の

　

主
た
る
生
計
維
持
者
お
よ
び
世
帯
の
収

入
に
応
じ
て
、２
割
減
額
か
ら
全
額
免
除

ま
で
の
範
囲
で
減
免

（
要
件
①
の
場
合
）

・
医
師
の
診
断
書
、死
亡
診
断
書
な
ど

（
要
件
②
の
場
合
）

・
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員
の
前
年
の

収
入
の
わ
か
る
も
の（
確
定
申
告
書
、

源
泉
徴
収
票
な
ど
）

・
主
た
る
生
計
維
持
者
の
令
和
２
年
の
収

入
見
込
み
の
わ
か
る
も
の（
通
帳
、金

銭
出
納
帳
、給
与
明
細
な
ど
）

・
事
業
廃
止
届
、変
更
異
動
届
な
ど（
事
業

廃
止
の
場
合
）

・
解
雇
通
知
、離
職
票
、雇
用
保
険
受
給
者

証
な
ど（
失
業
の
場
合
）

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

課
税
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

対

象

要

件

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
以
下
の
要
件
の
い
ず
れ
か

に
当
て
は
ま
る
世
帯
に
対
し
て
、
国
民
健
康
保
険
税
を
減
免
し
ま
す
。

減

免

割

合

対
象
と
な
る
税
目

申
請
に
必
要
な
資
料

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、令
和
２
年
２
月
以
降
の

任
意
の
期
間（
１
か
月
以
上
）事
業

な
ど
の
収
入
が
前
年
同
時
期
と
比
べ

て
20
％
以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と
。

②
一
時
に
納
付
ま
た
は
納
入
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

　

納
期
限
が
令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら

令
和
３
年
１
月
31
日
ま
で
に
到
来
す
る

町
税

　

納
期
限
到
来
日
よ
り
前
に
申
請
が
必

要
で
す
。

　

時
点
ご
と
に
、一
時
に
納
入
が
困
難

か
の
確
認
を
行
う
た
め
、期
別
の
税（
住

民
税
、固
定
資
産
税
な
ど
）の
場
合
、期

ご
と
に
申
請
お
よ
び
要
件
の
確
認
が
必

要
で
す
。

・
収
入
減
少
の
確
認
が
で
き
る
資
料（
給

与
明
細
、預
金
通
帳
、売
上
帳
な
ど
）

・
当
面
の
事
業
資
金
、生
活
費
の
有
無
を

確
認
で
き
る
資
料（
預
金
通
帳
、現
金

出
納
帳
な
ど
）

【
町
税
に
つ
い
て
】

池
田
町 

総
務
課 

収
納
係

℡（
６
２
）３
１
３
１

【
県
税
つ
い
て
】

中
信
県
税
事
務
所
大
町
事
業
所

℡（
２
３
）６
５
０
５

【
国
税
】

大
町
税
務
署　
　

℡（
２
２
）０
４
１
０

対

象

要

件

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
以
下
の
要
件
の
い
ず
れ

か
に
当
て
は
ま
る
方
に
対
し
て
、
最
大
で
１
年
間
町
税
の
徴
収
が
猶

予
と
な
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

申

請

期

間

対
象
と
な
る
税
目

申
請
に
必
要
な
資
料

相

談

先

【
注
意
】
減
免
で
は
あ
り
ま
せ
ん

広報いけだ 6

国民健康保険税の減免について

徴収猶予特例について



学生応援給付金の申請を受付けています
　

基
準
日（
令
和
２
年
４
月
27
日
）に
お
い
て
、

次
の
①
～
③
の
要
件
全
て
に
該
当
す
る
方
。

【
対
象
要
件
】

①
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
学
校
に
在
籍
し
て

い
る
方

※
大
学
、大
学
院
、短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、専
門
学
校
、進
学
予
備
校（
各

種
学
校
は
進
学
予
備
校
に
限
り
ま
す
）

②
池
田
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
ま
た
は
親

な
ど
の
住
民
登
録
が
あ
り
、そ
の
世
帯
か

ら
進
学
の
た
め
転
出
し
て
い
る
方

③
平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
14
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方

　

池
田
町
学
生
応
援
臨
時
給
付
金
支
給
申
請

書
兼
請
求
書
を
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

印
刷
・
記
入
の
う
え
、必
要
書
類
を
添
付
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、原
則
郵
送
で
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
提
出
書
類
】

①
池
田
町
学
生
応
援
臨
時
給
付
金
申
請
書
兼

請
求
書

②
学
生
証
の
コ
ピ
ー
な
ど
在
学
を
確
認
で
き

る
も
の

③
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
コ

ピ
ー
な
ど
振
込
先
が
確
認
で
き
る
も
の

※
通
帳
は
、金
融
機
関
名
、支
店
名
、口
座
番
号
、

口
座
名
義
人
氏
名
の
分
か
る
ペ
ー
ジ（
表

紙
を
１
枚
開
い
た
ペ
ー
ジ
）を
コ
ピ
ー
し

て
く
だ
さ
い
。

　

１
人
に
つ
き
１
万
円

　

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
）【
必
着
】

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６

　

長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町

大
字
池
田
３
２
０
３
‐
６

　

池
田
町
役
場  

住
民
課（
学
生
応
援
給
付
）

担
当　

宛

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課 

保
険
医
療
係

℡（
６
２
）２
２
０
３

支
援
対
象
者

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
よ
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
の
減

少
や
帰
省
自
粛
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
い
る
学
生
の
皆
さ
ん
の
生
活
を
応
援

す
る
た
め
、
臨
時
の
一
時
金
を
支
給
し
ま
す
。

給

付

額

申

請

方

法

申

請

期

限

提

出

先

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
な
い
か

と
の
不
安
を
お
持
ち
の
方
は
、医
療
機
関
を

受
診
す
る
前
に
、必
ず
大
町
保
健
所
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。受
診
に
つ
い
て
は
保
健
所
が

調
査
を
行
い
ま
す
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

す
ぐ
に
大
町
保
健
福
祉
事
務
所（
大
町
保
健

所
）へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、こ
れ
ら

に
該
当
し
な
い
場
合
の
相
談
も
可
能
で
す
。

◆
息
苦
し
さ（
呼
吸
困
難
）、強
い
だ
る
さ（
倦

怠
感
）、高
熱
な
ど
の
強
い
症
状
の
い
ず
れ

か
が
あ
る
場
合

◆
重
症
化
し
や
す
い
方
や
、高
齢
者
、糖
尿
病
、

心
不
全
、呼
吸
器
疾
患（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
な
ど
）

な
ど
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
、透
析
を
受

け
て
い
る
方
、免
疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん
剤

な
ど
を
用
い
て
い
る
方
、妊
婦
の
方
で
、

発
熱
や
せ
き
な
ど
の
比
較
的
軽
い
風
邪

症
状
が
あ
る
場
合

◆
右
記
以
外
の
方
で
、発
熱
や
せ
き
な
ど
比

較
的
軽
い
風
邪
症
状
が
続
く
場
合

（
症
状
が
４
日
以
上
続
く
場
合
は
必
ず
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
症
状
に
は
個
人

差
が
あ
り
ま
す
の
で
、症
状
が
出
て
か
ら

の
日
に
ち
は
関
係
な
く
、強
い
症
状
と
思

う
場
合
に
は
す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。解
熱
剤
な
ど
を
飲
み
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方
も
同
様
で
す
。）

◆
本
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
方
と
接
触
し
た
場

合
◆
自
身
や
家
族
が
２
週
間
以
内
に
県
外
に
滞

在
歴
が
あ
る
場
合

◆
嗅
覚
障
害
・
味
覚
障
害
が
あ
る
場
合

　

ま
た
、前
記
症
状
な
ど
に
よ
り
自
身
や
家

族
で
医
療
機
関
を
受
診
で
き
な
い
場
合
や
症

状
が
強
い
場
合
、保
健
所
に
相
談
後
救
急
車

を
要
請
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
場
合
は
す
ぐ

に
救
急
要
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。そ
の
際
は

本
人
と
家
族
の
マ
ス
ク
着
用
も
お
願
い
し
ま

す
。

【
お
子
様
を
お
持
ち
の
方
へ
】

　

小
児
に
つ
い
て
は
、小
児
科
医
に
よ
る
診

察
が
望
ま
し
く
、有
症
状
者
相
談
窓
口
や
か

か
り
つ
け
小
児
医
療
機
関
に
電
話
な
ど
で
相

談
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
情
報
は
５
月
20
日
現
在
の
も
の
で

す
。今
後
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、最
新
の
情
報
は
長
野
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
せ
先
】

大
町
保
健
福
祉
事
務
所（
大
町
保
健
所
）

管
轄
：
大
町
市
、北
安
曇
郡℡（

２
３
）６
５
６
０

24
時
間
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

可
能
性
が
疑
わ
れ
た
ら

広報いけだ 7

消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡６２－０１１９



　

１
人
で
ま
た
は
家
族
だ
け
で
頑
張
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

高
齢
者
虐
待
を
知
る
こ
と
で
、
介
護
す
る
人
も
さ
れ
る
人
も
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
身
体
的
虐
待

②
心
理
的
虐
待

③
介
護
の
世
話
の
放
棄
・
放
任

④
経
済
的
虐
待

⑤
性
的
虐
待

　

殴
る
、蹴
る
、無
視
す
る
な
ど
の
他
、次
の
よ
う
な
行
動
・
発

言
は
実
は
虐
待
で
す
。

・
鍵
を
か
け
て
部
屋
に
閉
じ
込
め
る
。

・
無
理
や
り
食
事
を
口
に
入
れ
る
。

・
薬
を
過
剰
に
服
用
さ
せ
る
。

・
排
せ
つ
失
敗
を
嘲
笑
し
た
り
、人
前
で
話
し
て
恥
を
か
か

せ
る
。

・
入
浴
や
体
を
拭
く
な
ど
の
世
話
を
め
っ
た
に
し
な
い
。

・
お
も
ら
し
し
な
い
よ
う
に
水
分
を
控
え
さ
せ
る
。

・
お
金
を
渡
さ
な
い
、使
わ
せ
な
い
。

・
本
人
の
意
思
、利
益
に
反
し
て
年
金
や
預
金
を
使
う
。

　

虐
待
は「
虐
待
者
が
悪
者
だ
か
ら
」起
こ
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。慣
れ
な
い
家
事
や
介
護
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
か
ら
、自
覚

な
く
虐
待
に
発
展
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
に
気
付
い
た
人
に
は
報
告
義
務
が
あ
り
ま
す
。第
三

者
の
介
入
や
介
護
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、虐
待
が
エ

ス
カ
レ
ー
ト
す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。虐
待
が
疑
わ
れ
る
場
合
、特
に
生
命
や
身
体
に
重
大
な

危
険
が
あ
る
場
合
に
は
、必
ず
通
報
し
ま
し
ょ
う
。（
通
報
の

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
）

相
談
機
関（
通
報
先
）

健
康
福
祉
課

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡（
６
１
）５
０
０
０

※
時
間
外
お
よ
び
休
日
な
ど
の
場
合

　

池
田
町
役
場	

℡（
６
２
）３
１
３
１

知
っ
て
防
ご
う
　
高
齢
者
虐
待

「
高
齢
者
虐
待
」５
つ
の
分
類

そ
の
行
動
、
虐
待
か
も
？

虐
待
は
ど
う
し
て
起
こ
る
？

早
期
発
見
・
報
告
で虐

待
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

広報いけだ 8

出
典
：

厚
生
労
働
省
「
平
成
30
年
度
『
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、

高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法

律
』
に
基
づ
く
対
応
状
況
等
に
関
す
る
調
査
」



　

次
の
①
～
⑦
の
項
目
に
多
く
あ
て
は
ま
る
方
は
自
尊
感
情
が
低
下
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

自
己
尊
重
度
チ
ェ
ッ
ク

自
尊
感
情
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
北
村
年
子
の
自
己
尊
重
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
資
料
よ
り
）

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー　

℡（
６
１
）５
０
０
０

☆
次
号
は
自
己
尊
重
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
ス
テ
ッ
プ
２
、
３
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

自
分
の
い
い
と
こ
ろ
、好
き
な
と
こ
ろ
、褒
め
る
と
こ
ろ
を
書
き
出
し
て
み
ま
す
。

《
ト
レ
ー
ニ
ン
グ　

ス
テ
ッ
プ
１
》

自
分
の
中
に
あ
る
い
い
と
こ
ろ
に
気
付
き
ま
し
ょ
う

①
自
分
の
こ
と
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い

②
自
分
は
役
立
た
ず
な
人
間
だ
と
思
う

③
自
分
の
嫌
い
な
と
こ
ろ
は
す
ぐ
に
思
い
浮

か
ぶ

④
欠
点
の
あ
る
自
分
が
許
せ
な
い

⑤
嫌
だ
と
思
っ
て
も
言
え
ず
に
我
慢
し
て
し

ま
う

⑥
も
っ
と
努
力
が
必
要
だ
と
感
じ
る

⑦（
子
育
て
中
の
方
）す
ぐ
に
子
ど
も
を
怒
っ

て
し
ま
い
、自
分
は
駄
目
な
親
だ
と
思
う

①
当
た
り
前
と
思
う
こ
と
こ
そ
認
め
る

今
ま
で
あ
な
た
が
し
て
き
た
こ
と
す

べ
て
が
褒
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、あ
な
た

と
い
う
か
け
が
え
な
い
人
が
存
在
す
る
こ

と
自
体
が「
い
い
と
こ
ろ
」で
す
。誰
か
よ

り
優
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、当

た
り
前
と
思
っ
て
し
て
い
る
こ
と
や
完
璧

で
な
い
と
こ
ろ
も
い
い
と
こ
ろ
で
す
。

【
書
き
出
す
時
の
ポ
イ
ン
ト
】

②
プ
ラ
ス
は
褒
め
る
、マ
イ
ナ
ス
は
許
す

人
に
も
物
事
に
も
、プ
ラ
ス
の
面
が
あ

れ
ば
マ
イ
ナ
ス
の
面
も
あ
り
ま
す
。プ
ラ

ス
の
面
は
自
分
自
身
を
認
め
て
あ
げ「
よ

く
頑
張
っ
て
い
る
ね
」と
褒
め
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
ナ
ス
の
面
は
自
分
自
身
の
個
性
や
不

完
全
さ
を
受
け
入
れ「
許
す
」こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

　

自
尊
感
情（
自
己
尊
重
感
、自
己
肯
定
感
）が
低
下
し
て
い
る
方
は
、取
り
戻
す

た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま
し
ょ
う
。

　使用済製品やそ
の部品などを繰り
返し使用するこ
と。
　捨てる前に、も
う一度使えない
か、別のことに使
えないかなど確認
してみましょう。

環境用語の知識

Reuse
リユース

（再利用）

「
も
っ
た
い
な
い
」の
発
想
で

　
　
　
　
　
　
　

ご
み
を
減
ら
そ
う
！

　
「
も
っ
た
い
な
い
」は
日
本
独
自
の
考
え
方
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

現
在
で
は
世
界
共
通
の
考
え
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。ご
み
と
し
て
出

す
前
に「
ま
だ
使
え
な
い
か
な
」と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
最
後
ま
で
し
っ
か
り
使
う
。

　

愛
着
の
持
て
る
も
の
を
長
く
使

う
、壊
れ
て
も
修
理
す
る
、チ
ラ
シ
は

裏
面
を
メ
モ
用
紙
に
す
る
な
ど
、た

く
さ
ん
の
再
利
用
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。

　

方
法
は
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
次
第

で
す
。ご
み
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
も

の
の
新
し
い
使
い
道
を
探
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

●
必
要
と
す
る
人
を
探
す
。

　

着
な
く
な
っ
た
服
や
使
わ
な
く

な
っ
た
日
用
品
・
家
具
な
ど
は
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
バ
ザ
ー
を
利
用

す
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト

も
の
を
繰
り
返
し
使
う
。

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
整
美
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

みんなで実践　ごみ削減！

多世代相談センターだより
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特定外来植物の駆除にご協力ください！

　

も
と
も
と
そ
の
地
域
に
生
息
し
て
い
な

か
っ
た
外
来
生
物
の
う
ち
、地
域
の
自
然
環

境
や
農
作
物
、生
態
系
に
影
響
や
被
害
を
及

ぼ
す
も
の
と
し
て
指
定
さ
れ
た
植
物
の
こ
と

で
す
。

　

特
定
外
来
植
物
に
は
、栽
培
・
保
管
お
よ
び

運
搬
・
植
え
る
・
ま
く
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
お

り
、罰
則
が
科
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
罰
則
例
】

個
人
の
場
合

３
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
３
０
０
万

円
以
下
の
罰
金

法
人
の
場
合

１
億
円
以
下
の
罰
金

個人所有地にある場合はすぐに抜き取ってください

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
整
美
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

特
定
外
来
植
物
と
は

特
徴

・
５
～
７
月
に
直
径
３
～
７
㌢
の
橙
黄
色
の
花
が
咲
き
ま
す
。

・
高
さ
30
～
70
㌢
程
で
、根
本
付
近
か
ら
束
状
に
多
数
生
え

て
い
ま
す
。

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク（
大
金
鶏
菊
）

特
徴

・
５
月
ご
ろ
か
ら
発
芽
し
、８

～
10
月
に
開
花
、結
実
し
ま
す
。

・
ツ
ル
の
長
さ
は
10
㍍
以
上
に

な
り
、葉
や
茎
、実
な
ど
に
ト

ゲ
が
あ
り
ま
す
。

ア
レ
チ
ウ
リ

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ウ
ソ
ウ

特
徴

・
７
～
９
月
に
直
径
６
～
10
㌢
の
垂
れ
下
が
っ
た
黄
色
の
花
を
咲

か
せ
、葉
は
粗
く
鋭
い
ギ
ザ
ギ
ザ
し
た
切
れ
込
み
が
あ
り
ま
す
。

・
高
さ
は
50
㌢
～
３
㍍
く
ら
い
に
達
し
、主
に
湿
地
に
生
息
し
ま
す
。

①
そ
の
ま
ま
抜
き
取
る
か
、刈
り
取
り
ま
す
。

②
種
子
が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
、ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
、枯
死
さ
せ
ま
す
。

③
指
定
の
燃
え
る
ご
み
の
袋
に
入
れ
て
、燃

え
る
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

徐
々
に

増
え
…

本
葉
と
双
葉

葉
は
ギ
ザ
ギ
ザ
で
、

形
は
ヨ
モ
ギ
の
葉
に

似
て
い
る

出典：
環境省
ＨＰ

駆
除
す
る
に
は
？

出典：
環境省
ＨＰ
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特
徴

・
４
～
９
月
に
直
径
５
㌢
程
の
紫
色
で
４
枚
の
花
弁
を
咲
か
せ
、

河
川
の
岸
辺
、水
田
な
ど
に
生
育
し
ま
す
。

・
茎
の
高
さ
は
30
～
１
０
０
㌢
に
な
り
ま
す
。

オ
オ
カ
ワ
ジ
シ
ャ

▶
在
来
種

カ
ワ
ジ
シ
ャ

出典：環境省ＨＰ



ハーブガーデン、今年もにぎやかに

【
問
い
合
せ
先
】産
業
振
興
課  

花
と
ハ
ー
ブ
の
里
推
進
係　

℡（
６
２
）３
１
２
７
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本
年
度
か
ら
町
の
直
営
と

な
っ
た
池
田
町
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ

ン
。
新
た
な
管
理
体
制
に
よ
る

植
栽
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
植
栽
整
備
は
、
ガ
ー
デ
ン
の
植
栽

と
日
常
管
理
を
担
う
住
民
団
体
「
池
田
町
ガ
ー

デ
ナ
ー
の
会　

レ
モ
ン
グ
ラ
ス
」
が
進
め
、
花

と
ハ
ー
ブ
の
里
を
よ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

ガ
ー
デ
ン
を
目
指
し
、
珍
し
い
種
類
の
花
や
ハ
ー

ブ
、
中
低
木
を
含
む
新
規
植
栽
約
２
２
０
種
、
計

５
０
０
本
以
上
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　

植
栽
期
間
中
、
５
月
22
日
に
は
町
長
、
副
町
長

と
共
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
記
念
植
樹
や
花
の
植
栽

を
行
い
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
植
栽
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
多
く
の
方
に
呼
び
か
け
、
大
々
的
に
ガ
ー

デ
ン
整
備
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
今
回
は
同
会

の
会
員
の
み
で
敷
地
の
約
半
分
を
植
栽
し
ま
し

た
。
次
回
の
植
栽
整
備
の
際
は
ぜ
ひ
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ガ
ー
デ
ン
全
体
の
整
備
完
了
に
向
け
、
日
々
進

化
し
て
い
く
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。



令和元年度　池田町土地開発公社決算報告
　

池
田
町
土
地
開
発
公
社
は
、公
有
地
の
拡
大
の
推
進

に
関
す
る
法
律（
公
拡
法
）に
基
づ
く
団
体
と
し
て
昭
和

48
年
の
設
立
以
来
、工
場
用
地・住
宅
用
地
の
取
得
、造
成
、

分
譲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
社
の
役
員
は
、町
の
理
事
者
お
よ
び
課
長
、町

議
会
議
員
、識
見
者
な
ど
13
名
の
理
事
と
２
名
の
監
事

で
構
成
さ
れ
、理
事
長
は
町
長

が
兼
務
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、令
和
元
年
度
の

決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令和元年度 池田町土地開発公社 損益計算書

（平成３１年４月１日～令和２年３月３１日）

（単位：円）

１
(1) 土地造成事業収益 14,060,380
(2) 受 託 事 業 収 益 0

14,060,380

２
(1) 土地造成事業原価 11,802,381
(2) 受 託 事 業 原 価 0

11,802,381

事 業 総 利 益 2,257,999

548,829,8３

事 業 損 失 6,670,846

４
(1) 受 取 利 息 22,047
(2) 雑 収 益 8,306,098

8,328,145

経 常 利 益 1,657,299

992,756,1益利純期当

事 業 収 益

事 業 原 価

販売費及び一般管理費

事 業 外 収 益

令和元年度 池田町土地開発公社 貸借対照表

（令和２年３月３１日）（単位：円）

(1) 現金及び預金 49,362,193 (1) 未 払 金 0
(2) 未 収 金 1,639,984 (2) 短 期 借 入 金 0
(3) 土 地 18,173,369 (3) 賞 与 引 当 金 616,805

508,616計0品蔵貯)4(
(5) 前 払 費 用 0
(6) そ の 他 0

計 69,175,546 (1) 長 期 借 入 金 0
(2) 退職給付引当金 11,706,900

計 11,706,900

12,323,705

(1) 基 本 財 産 3,500,000
計 3,500,000

(1) 前期繰越準備金 51,694,542
(2) 当 期 純 利 益 1,657,299

計 53,351,841

56,851,841

645,571,96645,571,96

部の債負○部の産資○
債負動流３産資動流１

　４　固 定 負 債

　資 本 合 計

計合本資・債負計合産資

　負 債 合 計

○ 資 本 の 部
　５　資  本  金

　６　準  備  金

　池田町土地開発公社では、ご自分がお住まいになるための住宅を建設する方に千本木台住宅地を分譲
しています。面積は約 110 坪で、家庭菜園や花壇などガーデニングを楽しめるゆとりがあります。残り
1 区画となりました。池田町の定住促進補助金も利用できますので、ぜひお早めにお申し込みください。

千本木台住宅地、残り１区画！

◆
主
要
事
業

・
和
合
団
地
の
分
譲

◆
決
算
状
況

【
収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出
】

《
収
入
》
土
地
造
成
事
業
収
益 

１
４
０
６
万
円

　
　
　
　

預
金
利
息
、
雑
収
入 

８
３
３
万
円

《
支
出
》
土
地
造
成
事
業
原
価 

１
１
８
０
万
円

　
　
　
　

人
件
費
、
経
費 

８
９
３
万
円

【
資
本
金
収
入
お
よ
び
支
出
】

《
収
入
》
借
入
金 

０　

円

《
支
出
》
償
還
金 

１
０
０
５
万
円

　

経
常
利
益
は
１
６
６
万
円
と
な
り
、償
還
金
は
返

済
が
完
了
し
ま
し
た
。

【問い合せ先】　池田町土地開発公社（建設水道課内）　℡ 62-3130
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道路上に樹木が張り出していませんか

安 曇 養 護 学 校

　

車
道
や
歩
道
へ
の
樹
木
の
張
り
出

し
は
、
道
路
の
見
通
し
を
悪
く
し
た

り
、
車
や
歩
行
者
の
通
行
の
支
障
に

な
っ
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
標
識

や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
が
見
え
に
く

く
な
り
、
事
故
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
強
風
や
降
雨
、
降
雪
時
に

は
倒
木
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。

　

万
が
一
、
樹
木
が
原
因
で
交
通
事

故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、
所
有
者

や
土
地
管
理
者
が
法
的
責
任
を
問
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
所
有
者

の
皆
さ
ま
に
は
、
枝
を
落
と
す
な
ど

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
強
風
や
降
雨
な
ど
に
よ
り

倒
木
や
枝
折
れ
が
発
生
し
、
道
路
通

行
の
妨
げ
に
な
る
場
合
は
、
緊
急
措

置
と
し
て
道
路
管
理
者
に
お
い
て
伐

採
し
ま
す
。

危険箇所

【
確
認
し
ま
し
ょ
う
】

①
車
道
、歩
道
に
樹
木
が
張
り
出

し
て
い
な
い
か

②
枯
れ
て
い
て
倒
木
の
恐
れ
が
な

い
か
、折
れ
た
枝
が
道
路
に
散

乱
し
て
い
な
い
か

③
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
道
路
の
見
通

し
の
障
害
に
な
っ
て
い
な
い
か

【
作
業
を
行
う
時
は
…
】

・
自
動
車
お
よ
び
自
転
車
、歩
行
者

の
安
全
確
保
と
転
落
防
止
な
ど

に
十
分
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

・
電
線
や
電
話
線
の
あ
る
場
所
の

作
業
は
大
変
危
険
で
す
。電
力
、

通
信
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

・
道
路
上
で
の
作
業
を
行
う
場
合

は
通
行
規
制
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
せ
先
】建
設
水
道
課  

建
設
管
理
係　

℡（
６
２
）３
１
３
０

　

春
風
の
心
地
良
い
４
月
４
日（
土
）コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を
行
い
な

が
ら
入
学
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。本
年
度
は

小
学
部
15
名
、中
学
部
16
名
、高
等
部
15
名
、

南
安
曇
農
業
高
等
学
校
内
に
あ
る
高
等
部

あ
づ
み
野
分
教
室
に
も
７
名
の
入
学
生
を
迎

え
、全
校
児
童
生
徒
１
７
９
名
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

入
学
式
後
ま
も
な
く
臨
時
休
業
と
な
り
、

元
気
な
声
は
遠
ざ
か
り
ま
し
た
が
、６
月
か

ら
よ
う
や
く
順
次
学
校
再
開
と
な
り
、校
内

に
笑
顔
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
元
気
に
通
え
る
よ
う
に
、万
全
の

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

本
校
は「
あ
か
る
く
、つ
よ
く
、み
ん
な
と

と
も
に　

み
ら
い
を
ひ
ら
こ
う
」を
学
校
教

育
目
標
と
し「
児
童
生
徒
主
体
の
学
校
生
活

づ
く
り
」を
中
心
に
据
え
て「
笑
顔
一
杯
の
学
校
」

「
人
権
を
尊
重
し
た
安
心
安
全
な
学
校
」を

目
指
し
て
い
ま
す
。互
い
を
尊
重
し
、互
い
に

無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
意

識
で
き
る
よ
う
な
教
育
活
動
を
展
開
し「
自

分
か
ら
自
分
で
精
一
杯
」活
動
し
、満
足
し
た

１
日
を
過
ご
し
て「
ま
た
明
日
も
楽
し
み
だ
」

と
思
え
る
学
校
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対

策
の
た
め
、１
学
期
に
実
施
を
予
定
し
て
い

た
行
事
の
ほ
と
ん
ど
が
中
止
ま
た
は
延
期
と

な
り
ま
し
た
。現
在
、２
学
期
に
予
定
し
て
い

る「
と
ん
ぼ
祭
」に
つ
い
て
も
一
般
公
開
は
行

い
ま
せ
ん
。

　

毎
年
、楽
し
み
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い

る
地
域
の
皆
さ
ま
、い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。こ
の
状
況
が
終
息
し
た
時
に
は
、

ま
た
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　

今
し
ば
ら
く
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
度
の
は
じ
ま
り
は
…

本
校
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

今
年
度
の
行
事
に
つ
い
て

▲三密を避けた作業学習
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☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆７月の休館日　　　　　 ６・13・20・27・28 日

28 日は月末館内整理休館です

その他の新着書
虫とゴリラ 養老孟司
縄紋 真梨幸子
カインの傲慢 中山七里
家族じまい 桜木紫乃
不良 北野武
ヒソップ亭 秋川滝美
ダブル・トライ 堂場瞬一
PANTANAL 岩合光昭
生かさず、殺さず 久坂部羊
きものが着たい 群ようこ

きたきた捕物帖 宮部みゆき
日本ローカル鉄道大全 櫻田純
サルデーニャの蜜蜂 内田洋子
パンダオリンピックたいそう

いりやまさとし
おたすけこびととおべんとう

コヨセジュンジ
みんなでウイルスとたたかおう！

エロイーズ・マクレガー

ブレイディ  みかこ　著
（筑摩書房）

　日常をゆるがす EU 離
脱や排外主義を前に立
ち上がる中高年たちの
気迫が胸を打つ！笑いと
涙の感動エッセイです。

花森　安治　著
（暮らしの手帖社）

　ペンの力で庶民の暮
らしをより良くしようと
提言してきた『暮しの手
帖』初代編集長の文章
を厳選して 3 冊にまと
めました。

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

鈴木　まもる　作・絵
（金の星社）

　お弁当の中身は、どこ
からどのようにやってく
るのでしょうか？ひとつの
お弁当から世界のつな
がりが見えてくる、おいし
さ盛り沢山の絵本です。

ワイルドサイドをほっつき歩け
ハマータウンのおっさんたち

どこからきたの？おべんとう花森安治選集１
美しく着ることは、美しく暮すこと

坪木　和久　著
（新潮社）

　豪雨、台風、猛暑、豪雪。
気象庁が「命にかかわる
非常事態」と表現する激
甚気象はなぜ起こるの
か？気象学の第一人者が
解き明かします。

激甚現象はなぜ起こる

　
◆
活
動
の
窓
◆

「
新
池
田
学
問
所

各
種
公
民
館
講
座
に
つ
い
て
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、開
催
を
延
期
し
て
お
り
ま
し

た
新
池
田
学
問
所
各
種
講
座（
い
き
い
き

元
気
！
み
の
り
塾
・
ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ

塾
・
ポ
レ
ポ
レ
塾
・
み
ら
い
塾
な
ど
）の
活

動
を
、８
月
か
ら
感
染
防
止
対
策
を
講
じ

た
上
で
再
開
し
ま
す
。詳
し
く
は
広
報
と

併
せ
て
全
戸
配
布
し
た
募
集
チ
ラ
シ
を
ご

覧
の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、今
後
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、

講
座
内
容
の
変
更
や
中
止
と
な
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。そ
の
際
は
改
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

「
交
流
セ
ン
タ
ーか

え
で
広
場
に
植
樹
」

　

５
月
14
日
、交
流
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る

「
か
え
で
広
場
」の
南
西
の
一
角
に
、町
長
、

副
町
長
、教
育
長
ら
で
大
峰
高
原
七
色
大

カ
エ
デ
の
実
生
か
ら
育
て
た「
子
孫
木
」を

記
念
植
樹
し
ま
し
た
。

　

カ
エ
デ
は
交
流
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
に
ち

な
ん
で
選
定
。さ
ら
に
、か
え
で
広
場
入
口

付
近
に
も
池
田
町
の
大
字
で
あ
る
池
田
、

会
染
、中
鵜
、広
津
、陸
郷
の
５
地
区
に
ち

な
み
、５
本
の
カ
エ
デ
を
植
樹
し
ま
し
た
。

お
立
ち
寄
り
の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

公
民
館
か
ら

▲　記念樹を植える理事者たち

【
問
い
合
せ
先
】

　

交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で℡（

６
２
）２
０
５
８
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芝
生
の
中
に
「
て
る
み
ん
・
ふ
～
み
ん
」
が
出
現
!?

　

芝
生
が
元
気
よ
く
伸
び
始
め
る
と
、「
て
る
み
ん・

ふ
～
み
ん
」が
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
に
現
れ
る
こ
と

を
ご
存
知
で
す
か
？

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、『
て
る
て
る
坊
主
ア
ー
ト
展
』は
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、芝
生
の
中
の「
て
る
み
ん
・
ふ

～
み
ん
」は
例
年
通
り
登
場
し
ま
し
た
。

　

製
作
の
立
役
者
は
公
園
管
理
の
内
山
與よ
し
ろ
う

四
郎
さ

ん（
四
丁
目
）。ト
ラ
ク
タ
ー
を
自
在
に
操
り
、芝
の

長
さ
を
均
一
に
刈
る
と
、今
度
は
芝
刈
り
機
で
図

柄
を
さ
ら
に
深
め
に
刈
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。最

後
に
図
の
輪
郭
線
と
な
る
部
分
の
芝
に
肥
料
を
与

え
、芝
を
よ
く
成
長
さ
せ
て
図
を
際
立
て
て
い
き

ま
す
。

　

か
わ
い
く
現
れ
た「
て
る
み
ん
・
ふ
～
み
ん
」を

見
に
、ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】

　
　

池
田
町
創
造
館　

℡（
６
２
）６
０
６
５

作業風景

文化財資料館が開館します

クラフトパーク＆創造館だより

【
問
い
合
せ
先
】教
育
委
員
会  

文
化
財
保
護
推
進
室　

℡（
６
１
）１
４
３
０

『
池
田
町
文
化
財
資
料
館
』（
旧
池
田
町
図
書
館
）が

７
月
１
日（
水
）に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

【
展
示
品
例
】

◆
町
内
で
出
土
し
た
縄
文
時
代
・
弥

生
時
代
の
土
器
や
槍
や
り
が
ん
な鉋

◆
杉
山
巣
雲
の
自
筆
の
書

◆
内
山
真
弓
な
ど
町
縁
の
文
学
者
の

紹
介

◆
明
治
20（
１
８
８
７
）年
の
町
内
の

写
真

宿
場
町
と
し
て
養
蚕
、池
田
鉄
道

で
栄
え
て
い
た
様
子

◆
町
指
定
の
有
形
無
形
文
化
財
の
紹

介
◆
昭
和
の
時
代
の
映
像

　

知
ら
な
か
っ
た
池
田
町
の
歴
史
、文
化
に
関
す
る
資
料
が
多
数
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。【

開
館
時
間
】

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

火
曜
日
～
日
曜
日

（
月
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
館
）

入
場
無
料

※
入
場
人
数
を
制
限
す
る
場
面
が
あ

り
ま
す
。大
勢
で
ご
覧
に
な
る
場

合
に
は
事
前
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ご
来
場
の
際
は
て
る
て
る
坊
主
の

館（
浅
原
六
朗
文
学
記
念
館
）も
併
せ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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日本山岳画協会史上、―最大規模の展覧会―

「
日
本
山
岳
画
協
会
展
　
～
山
に
魅
せ
ら
れ
た
画
家
達
～
」

開
催
中
！

【
問
い
合
せ
先
】

　

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡（
６
２
）６
６
０
０

　

日
本
山
岳
画
協
会
は
、１
９
３
６(

昭
和
11)

年
に
日
本
山
岳
会
を
母
体
と

し
て
、山
を
描
く
画
家
の
集
団
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。創
立
会
員
に
は
、足

立
源
一
郎
、石
井
鶴
三
、茨
木
猪
之
吉
、吉
田
博
な
ど
、そ
う
そ
う
た
る
面
々
が

名
を
連
ね
て
お
り
、本
年
で
84
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

本
館
で
の
日
本
山
岳
画
協
会
展
は
、初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。国
内
外

に
題
材
を
求
め
た
雄
大
な
山
岳
画
を
充
分
に
ご
堪
能
い
た
だ
き
、同
時
に
、当

館
正
面
か
ら
の
１
８
０
度
以
上
に
広
が
る
北
ア
ル
プ
ス
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

日
本
山
岳
画
協
会
Ｏ
Ｂ
の
作
品
を
含
め
、総
展
示
数
約
90
点
。こ
の
規
模
の

展
覧
会
は
日
本
山
岳
画
協
会
史
上
初
で
あ
り
、か
つ
、本
邦
で
こ
れ
ま
で
開
催

さ
れ
た
山
の
絵
の
展
覧
会
の
中
で
も
最
大
級
の
規
模
と
な
り
ま
す
の
で
、お

見
逃
し
な
く
。

会 期：開催中～８月 30 日（日）
　　　　　　　　　　※期間延長しました
休 館 日：月曜日、
　　　　　８月 11 日～ 12 日（臨時休館）
開館時間：午前 9 時～午後 5 時
　　　　　（最終入館午後 4 時 30 分）
会 場：展示室Ａ・Ｂ
観 覧 料：一　般 600 円（500 円）
　　　　　高大生 450 円（400 円）
　　　　　中学生以下無料
　　　　　※（　）内は 20 名以上の団体料金

「冬の晴れ間」江村眞一 「槍ヶ岳遠望」千葉 潔

　

大
字
会
染
渋
田
見
の
真
ん
中
に
位
置
す

る
中
木
戸
地
区
は
お
隣
の
新
屋
敷
地
区
と

一
緒
に「
渋
中
地
区
」と
呼
ば
れ
ま
す
。渋

中
地
区
で
は
子
ど
も
会
や
い
き
い
き
・
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ど
の
行
事
も
合
同
で
開

催
し
、集
会
所
の
渋
中
公
民
館
も
共
同
で

使
っ
て
い
ま
す
。

　

渋
中
地
区
の
花
の
里
づ
く
り
推
進
委
員

の
活
動
で
は
、例
年
、渋
中
公
民
館
の
周
り

に
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。作

業
は
自
治
会
役
員
だ
け
で
な
く
地
区
子
ど

も
会
に
も
声
を
掛
け
、子
ど
も
た
ち
と
保

護
者
も
一
緒
に
な
っ
て
花
を
植
え
て
い
ま

す
。最
近
で
は
路
地
植
え
で
き
る
花
壇
も

整
備
し
ま
し
た
。

　

彩
る
花
々
が
地
域
を
明
る
く
し
て
、

人
々
に
元
気
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、作

業
を
通
じ
て
大
人
と
子
ど
も
が
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
と
な
り
、暮
ら
し
の
中
で
互
い

に
気
に
し
あ
え
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、残
念
な
が
ら
役
員
だ
け

で
作
業
し
ま
し
た
が
、残
っ
た
苗
を
小
学

生
の
い
る
世
帯
に
配
布
し
て
育
て
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
自
宅
で
、地
域
の
集
ま
り
の
場
に

咲
き
誇
る
花
々
と
同
じ
花
を
世
話
す
る
こ

と
が
、子
ど
も
た
ち
自
身
が
暮
ら
す
地
域

へ
の
愛
着
や
一
体
感
を
持
つ
一
助
に
な
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課  

町
づ
く
り
推
進
係　

℡（
６
２
）３
１
２
９ ▲花植えの様子

　

池
田
町
に
は
32
の
自
治
会
が
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
毎
回
１
つ
の
自
治
会
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

そ
の
特
徴
的
な
活
動
な
ど
を
自
治
会
パ
ー
ト
ナ
ー
が
紹
介
し
ま
す
。

自治会活動紹介㉖中木戸自治会 中木戸自治会パートナー　塩原舞子
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６
月
３
日
「
カ
ミ
ツ
レ
の
宿
八
寿
恵
荘
」
を

運
営
す
る
（
株
）
Ｓ
ｏ
ｕ
Ｇ
ｏ
と
災
害
時
に
お

け
る
宿
泊
施
設
・
設
備
な
ど
の
供
給
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

有
事
の
際
に
は
、
感
染
症
対
策
に
万
全
を
期

す
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
な
ど

重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
要
配
慮
者
が
避
難
所
に

滞
在
し
続
け
る
こ
と
は
、
極
め
て
感
染
リ
ス
ク

が
高
い
こ
と
か
ら
、
宿
泊
施
設
を
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
不
特
定
多
数
と
の
接
触
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
株
）Ｓ
ｏ
ｕ
Ｇ
ｏ
と
災
害
時
の
協
定

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
件
２
０
０
０
日
達
成

　

池
田
町
は
令
和
２
年
３
月
16
日
に
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
２
０
０
０
日
を
達
成
し
、
長
野
県
交

通
安
全
運
動
推
進
本
部
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
５
年
半
も
の
長
い
間
交
通
事
故
を
起
こ
さ

な
い
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
関
係
機
関
・
団
体
の

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
と
取
り
組
み

に
感
謝
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

登
山
家
の
平
本
研け

ん
い
ち一

さ
ん（
滝
の
台
）が
、北

ア
ル
プ
ス
鹿
島
槍
ヶ
岳
を
描
い
た
油
彩
画
を
、

冷つ
め
た
い
け池

山
荘
に
寄
贈
し
ま
し
た
。平
本
さ
ん
は
こ

れ
ま
で
に
爺
ヶ
岳
へ
1
6
5
回
登
っ
て
お
り「
ミ

ス
タ
ー
爺
ヶ
岳
」と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
。「
北
ア

ル
プ
ス
に
登
っ
て
眺
め
る
絶
景
を
多
く
の
人
に

伝
え
て
い
き
た
い
。自
分
の
活
動
を
き
っ
か
け
に

登
山
愛
好
家
が
１
人
で
も
増
え
た
ら
」と
願
い

を
語
り
ま
し
た
。

油
彩
画
を
山
荘
へ
寄
贈

「
幸
福
の
国
」の
文
化
を
体
験

　

６
月
５
日
、学
校
法
人
日
本
ア
ル
プ
ス
国
際

学
院
主
催
の
第
１
回
多
文
化
共
生
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は「
幸
福
の
国
」ブ
ー
タ
ン
か
ら
の
留
学

生
ア
ン
ジ
ュ・
ギ
ャ
レ
イ
さ
ん（
写
真
左
）と
サ
ン

ゲ
イ
・
デ
マ
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、食
文
化
や
歴

史
的
文
化
に
つ
い
て
講
演
。参
加
し
た
約
50
名

は
、辛
さ
が
際
立
つ
学
生
手
づ
く
り
の
ブ
ー
タ
ン

料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
異
文
化
に
触
れ
、理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　

講
師
の
お
二
人
に
将
来
の
夢
を
尋
ね
る
と
、ア
ン
ジ
ュ
さ
ん
は「
日
本
の
企
業
で
学

ん
で
、母
国
に
Ｉ
Ｔ
企
業
を
立
ち
上
げ
た
い
。日
本
と
交
流
を
持
つ
企
業
に
し
た
い
」

と
話
し
、ま
た
サ
ン
ゲ
イ
さ
ん
は「
日
本
の
大
手
企
業
に
就
職
し
た
い
。そ
の
後
日
本

人
の
方
と
結
婚
を
し
て
、日
本
で
暮
ら
し
て
い
き
た
い
」と
笑
み
を
こ
ぼ
し
ま
し
た
。
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取
り
過
ぎ
に
一ひ

と
い
き息

い
れ
る
蕨わ

ら
び
が狩

り	

中
沢

　

恵
（
十
日
市
場
）

介
護
の
日
思
い
巡め

ぐ

ら
す
夏
の
宵	

藤
澤
美
智
子
（
吾
妻
町
）

五さ
み
だ
れ

月
雨
や
話
題
の
つ
き
ぬ
長
電
話	

綱
島
か
つ
江
（
二
丁
目
）

山
里
に
生い

の
ち命

輝か
が
やく

武む
し
ゃ
の
ぼ
り

者
幟	

降
幡
か
ほ
る
（
二
丁
目
）

念ね
ん
い入

り
に
除じ

ょ
き
ん菌

す
る
子
ら
夏
来
る	

横
山
さ
ゆ
み
（
林

　
中
）

家い
え
い
え々

の
思
い
そ
れ
ぞ
れ
軒の

き
し
ょ
う
ぶ

菖
蒲	

戸
坂
二
三
子
（
林

　
中
）

大お
お
み
ね

峰
山
に
人
影
の
無
し
夏
木
立	

有
川

　
　
劭
（
渋
田
見
）

あ
さ
ぼ
ら
け
微ま

ど
ろ睡

み
に
聞
く
遠と

お
か
っ
こ
う

郭
公	

佐
藤

　
行
雄
（
南

　
台
）

新
し
き
栞し

お
り

を
は
さ
み
初
夏
の
旅	

橋
戸

　
丘
子
（
南

　
台
）

コ
ロ
ナ
禍
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
柳

り
ゅ
う
じ
ょ絮

飛
ぶ	

橋
戸

　
利
司
（
南

　
台
）

９月号掲載俳句募集
はがきに作品 1 点を記入し、７月末

日までに投稿してください。

作品には①地区名②氏名③電話番号

④中学生以下の方は学校名と学年を

明記してください。投稿多数の場合

は、選者により選考（10 句以内）

して掲載します。なお、選者により

語句の訂正等をさせていただく場合

がありますので、ご了承ください。

■あて先	

　〒 399-8696（住所不要）

池田町	企画政策課
　　　　　　町づくり推進係

　　　　　　　　℡ 62-3129

（
池
田
俳
句
会
選
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
を
順
不
同
で
掲
載
。
作
者
の

意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い
場
合

等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円
！

１
等
５
億
円
×
21
本
／
前
後
賞
各
１
億
円
×
42
本

（
発
売
総
額
６
３
０
億
円
・
21
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

１
等
１
０
０
０
万
円
×
80
本

（
発
売
総
額
２
４
０
億
円
・
８
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

◆
発
売
期
間　

令
和
２
年
７
月
14
日（
火
）

～
８
月
14
日（
金
）

◆
抽
せ
ん
日　

令
和
２
年
８
月
21
日（
金
）

◆
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

【
問
】（
公
財
）長
野
県
市
町
村
振
興
協
会

℡
０
２
６（
２
３
４
）３
６
１
１

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
の
70

歳
～
74
歳
ま
で
の
方
に
交
付
し
て

い
る「
高
齢
受
給
者
証
」が
令
和
２

年
８
月
１
日
か
ら
保
険
証
と
一
体

化
さ
れ「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
」と
し
て

交
付
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
８
月
１
日
か
ら
高
齢

受
給
者
証
は
交
付
し
な
い
た
め
、

医
療
機
関
な
ど
に
は「
保
険
証
兼

高
齢
受
給
者
証
」の
カ
ー
ド
を
１

枚
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

保
険
医
療
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」と「
高
齢
受
給
者
証
」が

一
体
化
さ
れ
ま
す

※
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
・
高
齢
受
給
者
証
は
令
和
２
年
７
月
31
日

ま
で
ご
使
用
で
き
ま
す
の
で
、新
し
い
保
険
証
が
届
い
て
も
す
ぐ

に
廃
棄
を
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

70
歳
～
74
歳
の
方
の
保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証
が
一
体
化
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、70
歳
未
満
の
方
も
含
め
、す
べ
て
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
保
険
証
の
更
新
時
期
が
10
月
か
ら
８
月
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
は
９
月
中
に
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
２
年
度
か
ら
は
７
月
中
に
保
険
証（
ま
た
は「
被
保
険
者
証
兼
高

齢
受
給
者
証
」）を
郵
送
し
ま
す
。

保
険
証
の
更
新
時
期
が
10
月
１
日
か
ら

８
月
１
日
に
変
更
さ
れ
ま
す

◀
新
保
険
証
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国民健康保険加入者の皆さまへ
新しい被保険者証で受診してください



令
和
３
年
４
月
採
用
の
北
ア
ル
プ
ス
広
域

連
合
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
職
種

　

消
防
職
員（
高
校
卒
程
度
）

※
採
用
後
、長
野
県
消
防
学
校
に
入
校
し
、

消
防
士
と
し
て
の
初
任
科
教
育
を
修
了

し
た
後
、北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
、

大
町
消
防
署
、北
部
消
防
署
ま
た
は
南

部
消
防
署
に
勤
務
と
な
り
ま
す
。

◆
採
用
人
員　

若
干
名

◆
受
験
資
格

　

平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
が
あ
る
方
で
、北
ア
ル
プ

ス
広
域
連
合
管
内
市
町
村（
大
町
市
、池

田
町
、松
川
村
、白
馬
村
、小
谷
村
）に
居

住
し
て
い
る
人
ま
た
は
令
和
３
年
４
月

以
降
に
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
管
内
市

町
村
に
居
住
で
き
る
人 

◆
試
験
日

　

第
１
次　

10
月
18
日（
日
）

　

第
２
次　

11
月
下
旬

◆
受
験
申
込
受
付
期
間

　

８
月
３
日（
月
）～
９
月
７
日（
月
）ま
で

【
申
込
・
問
】北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

℡（
２
２
）０
６
８
８

　

第
36
回
池
田
ふ
る
さ
と
祭
り「
池
田

あ
っ
ぱ
れ
」（
７
月
25
日
）お
よ
び
第
24
回

池
田
町
・
松
川
村
合
同
高
瀬
川
納
涼
大
花

火
大
会（
８
月
13
日
）は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

開
催
を
中
止
し
ま
す
。

【
問
】池
田
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会

　
　
（
事
務
局　

産
業
振
興
課　

商
工
係
）

℡（
６
２
）３
１
２
７

　

６
月
１
日
～
８
月
31
日
は
農
薬
危
害
防

止
運
動
の
実
施
期
間
で
す
。

　

農
薬
を
安
全
か
つ
適
正
に
使
用
す
る
た

め
、ラ
ベ
ル
な
ど
で
使
用
方
法
、使
用
基
準

を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。特
に
住
宅

地
周
辺
な
ど
で
使
用
す
る
際
は
、天
候
や

時
間
帯
を
選
択
し
、飛
散
の
少
な
い
散
布

装
置
を
利
用
す
る
な
ど
、周
り
に
配
慮
し

た
農
薬
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
農

薬
の
保
管
に
つ
い
て
も
、誤
飲
・
誤
食
を
防

ぐ
た
め
、保
管
庫
を
施
錠
す
る
な
ど
適
切

に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
】産
業
振
興
課  

農
政
係

℡（
６
２
）３
１
２
７

　

５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ぐ
る
っ
と
池

田
町
中
ラ
ン
チ「
い
け
弁
」。多
く
の
皆
さ

ま
か
ら
応
援
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。さ
ら
に
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実
さ

せ
、７
月
１
日
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

す
。９
月
末
ま
で
活
動
し
ま
す
の
で
、多
く

の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
問
】池
田
町
観
光
協
会℡（

６
２
）９
１
９
７

　

町
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
対
し
、心
温
ま
る
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

株
式
会
社
コ
ニ
ー
東
京
支
社

加
藤
啓
志　

様　
　

マ
ス
ク  

３
６
０
枚

　

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
マ
ス
ク
は
有
効
に

活
用
し
ま
す
。

　

御
厚
志
に
対
し
心
か
ら
感
謝
し
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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池田町空き家バンクに登録しませんか？

●登録された物件は、町ホームページや不動産ポータルサイト「ココスマ安曇野」
　に掲載し、広く紹介していきます。

※空き家バンクに登録するには、相続登記が完了している必要があります。

【問い合せ先】企画政策課  移住定住促進係　℡ 62-3129

●売買などの契約締結後、改修・片づけ・解体の補助制度が利用できます。

池田町空き家バンク制度は、空き家の利活用を目的として、
連携している不動産業者が売却・賃貸を仲介する制度です。

空き家（空き家になる予定の物件）をお持ちで、どうするか悩んでいる方、
まずはお気軽に役場移住定住促進係までご相談ください。

▲町 HP

▲ココスマ安曇野

農
薬
は
周
り
に
配
慮
し
正
し
く
使
用
！

あ
っ
ぱ
れ
＆
花
火
大
会
中
止
に
つ
い
て

「
い
け
弁
」メ
ニ
ュ
ー
が
新
し
く
な
り
ま
す

マ
ス
ク
ご
寄
付
に
対
す
る
お
礼

消
防
職
員
募
集



広
報
い
け
だ

広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、広告代理店　有限会社アイティーシナノ　℡ 62-9111 へどうぞ。
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令
和
２
年
６
月
発
行

　
　
　
　

２
０
２
０
年
７
月
号
（N

o.645

）
発
行
・
編
集　

池
田
町　
　
　
　

   　
　

企
画
政
策
課　

町
づ
く
り
推
進
係

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６　
　
　
　
　

        

長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
大
字
池
田
３
２
０
３
‐
６

印
刷　

川
越
印
刷
株
式
会
社　

  

℡
０
２
６
１
‐
62
‐
３
１
２
９　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
１
‐
62
‐
９
４
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.ikedam

achi.net
電
子
メ
ー
ル　

m
achi@

tow
n.ikeda.nagano.jp

《

有

料

広

告

欄

》

池田町メール配信サービスにご登録ください

◀登録はこちらから
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

7月　5日（日）
池田・松川 松本クリニック 61-5151

大町市内 大町協立診療所 26-5200

7月12日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 伊東医院 22-0077

7月19日（日）
池田・松川 せりざわクリニック 62-3000

大町市内 最上整形外科クリニック 23-3300

7月23日（祝）
池田・松川 吉村医院 61-5666

大町市内 柿下クリニック 21-1230

7月24日（祝）
池田・松川 はーぶの里診療所 62-0210

大町市内 遠藤内科医院 22-0031

7月26日（日）
池田・松川 平林メンタルクリニック 61-1577

大町市内 最上整形外科クリニック 23-3300

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  

■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

7月　5日（日） 岡江歯科医院 62-9888

7月12日（日） 竹内歯科医院 62-2151

7月19日（日） 武田歯科医院 72-8060

7月23日（祝） 西澤歯科医院 22-5091

7月24日（祝） 佐藤歯科医院 23-3211

7月26日（日） 柏原歯科医院 71-1182

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

7月　5日（日） なつめ薬局 85-0536

7月12日（日）
キムラ薬局 62-5210

池田土屋薬局 61-5021

7月19日（日） 高瀬薬局 62-1125

7月23日（祝） 松川とをしや薬局 61-1527

7月24日（祝） スヤマ薬局あいそめ 62-0208

7月26日（日） なつめ薬局 85-0536

■7月の主な行事
新型コロナウイルス感染症の影響により、中止■上水道休日緊急当番店

期　　日 店　　名 電話番号

7月　4日（土） 信光実業（株）大町支店 23-3020/62-3857

7月　5日（日） 日特工業（株） 22-5266

7月11日（土） （株）ハイテム 0263-82-0271

7月12日（日） （株）水建 0263-86-3381

7月18日（土） （株）サンエス設備 0263-73-2008

7月19日（日） （有）イシダ設備 0263-83-4360

7月23日（祝） （株）長澤設備工業 090-7725-0106

7月24日（祝） （有）岡村設備工業 22-4885

7月25日（土） （株）ジーシーアイ 22-3145

7月26日（日） （有）コーヨー住宅設備 62-3529

■休日の緊急当番医等　(当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください)

■人の動き
6月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 9,767人　（△14）
　　　男 4,742人　（△10）　女 5,025人　（△4）
●世帯数 4,041世帯（△1）

■7月の納税等
国保税・後期高齢①、固定資産税②　【納期限7月31日】
※口座振替日は 7 月 29 日（水）です。前日までに残高の確認をお願いします。


